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は　じ　め　に

　島後は島根半島の北，約70粁に位置する隠岐諸島の

中では最大の島である．ここに珪藻土が産することは，

古くは佐藤伝蔵（1922）によって最初の報告がなされ

た．さらに奥野春雄（1964），奥野（1965）には佐藤が

報告した以外にも珪藻土産地が記されている．最近，

当教室卒業論文において，山野井伸行（1981，M　S）

が従来に比べて詳細に化石群集の報告を行なった．

　近年，微化石を用いた生層序の研究が日本各地で行

なわれている．理藻生層序においては，北海道～能登

半島にかけては多くの報告がなされているものの，隠

岐については，小泉格（1982）が簡単に位置づけを行

なったのみである．今回，筆者の卒論，横田（1984，

MS）をもとに，この場を借りて島後の珪藻化石群集の

記載と，あわせて最近の珪藻生層序の成果をとり入れ

て，以下，簡潔に報告する．

試料採集地点・処理方法

　検鏡に用いた試料は次に示すように，島後に産する

各珪藻土層から採集した．

　　産地名

久見、3、なおろし

飯山採土場

塩の浜

津々賀（転石）

箕浦採土場

加茂湾東岸

箕浦在所東・西

向山

試料数

1個

43個

6個

1個

5個

1個

各1個

2個

プレパラート枚数

　　　4枚

　　　86枚

　　　12枚

　　　2枚

　　　10枚

　　　2枚

　　各2枚

　　　4枚

＊　、llも根大学理学部地質学教室

　Dept．of　Geology，Faculty　of　Science，Shimane　University．

神尾

大字蛸木字桐山

北方

代トンネル南

大字那久字濱畑

大字北方字野越

（能登半島）

飯田

飯塚

塚田

和倉

2個

5個

1個

1個

2個

7個

2個

1個

1個

2個

8枚

20枚

2枚

2枚

8枚

14枚

4枚

2枚

2枚

4枚

　珪藻土産地の位置については，大久保雅弘・横田正

浩（1984）を参照されたい．なお，このうち大字北方

字野越の露頭は，昨年7月の豪雨により，一部崩壊し

た為に本年3月現在，露頭にはセメントが吹きつけら

れて，採集はほぼ不可能である．能登の珪藻土は少数

ではあるが，隠岐との比較の為に検鏡を行なった．

　試料処理は概ね，金谷太郎・長谷川康雄（1971）に

従い，定量的に行なった．試料1個につき，2～4枚

のプレパラートを作成し，200個体をメカニカルステ

ージを用いて任意の測線を検鏡し，さらに，プレパラ

ート1枚当り6～8測線の追加検鏡（通例，200～2000

個体）を行ない新たに見つかった種については，別に

記録をした．

結 果

　各地点から産した珪藻種の一覧表を表1に示す．島

後の中新統は，山崎博史（1983），山崎（1984，本号）

大久保雅弘（1984，本号）などにあるように，珪藻土

層を含むものは，下位より久見累層，都万累層，油井

層の3層である．山崎（1983）にては，久見累層中に

飯山珪藻土層を命名しているが，この層名については

隠岐の珪藻土がそれぞれ同一層準であるとの誤解を生
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は　じ　め　に

　隠岐の島後からオウナガイ化石が産出することは

TOMITA（1936）がすでに報告しており，T⑳αs∫7α

6おθc孟α（CONRAD）va，r．　nipPonica　YABE＆NoMuRA

と鑑定されている．この標本を，富田の卒論時にみて

いた小沢（1925）は，当時知られていた化石の分布の

西端であること，地質時代は中新世を指示すること1

さらにアルカリ岩の時代決定の上にも重要であるとの

べている．

　　133。14’
36・2・』トλ

　　ノ樋駕
　　ド　　　　　　　　　　　　　リ

r　　K／　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ぐ
　㌧＿西愚シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t就

　　　傷』」　　　　　　　　　　　　　　　　　　！・’λ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　でう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・＼

粟は化石産出地を示す
これは国土地理院発行の5万分の1地形
図「西郷」を使用したものである

　　　　　　第1図化石産出地

＊　島根大学理学部地質学教室Department　of　Geology，Faculty

　of　Science，Shimane　University．

　筆者らは，1983年8月20日，上記と同じ地点，すな

わち隠岐郡西郷町伊後・中の浦の塊状泥岩層から約60

個体のオウナガイ化石を採集した．この化石は，古く

からわが国の地質学者に熟知されてきたものであり，

日本の各地から多産する．しかし種名については，

CoπcんocθZθ6おθcぬとするか，Coπchocθ1θ改8ルπcめ

とするか，あるいはCoηchocθle冠ρρo勉。αとするか

は，研究者によってまちまちのようである．そこで筆

者らは，化石を採集したこの機会に，化石の記載をお

こなうとともに，種名の吟味および日本産オウナガイ

化石の分布と産出層準について総括を試みた．

　本論をまとめるに当り，大久保雅弘先生には，終始

ご指導いただいた．また，名古屋大学糸魚川淳二，京

都大学神谷英利，島根大学高安克己の諸先生，および

広島大学都留俊之，新潟大学鳥居直也の各氏からは，

文献の提供をはじめ種々のご教示をいただいた．化石

の採集のおりに赤沼　誠，角館正勝，古賀英樹，瀬戸

浩二，山本浩也，矢野寛幸（以上島根大学），山崎博史

（広島大学）の諸氏にご協力いただいた．また，地名に

関して，島根大学山内靖喜，埼玉大学堀口万吉・角田

史雄，埼玉県立自然史博物館渋谷紘の諸先生にご教示

をいただいた．以上の方々に厚くお礼申し上げます．

オウナガイの水平分布および垂直分布

　オウナガイは日本の第三系から豊富に産出する化石

であって，寒流系の指標種としてよく知られている．

これまでの文献をたどって水平分布（第2図）をみる

と，中部地方から北に産地が集中した感があり，隠岐・

松江・庄原・室戸などの地域は例外的にさえうつる．

第2図および第3図はオウナガイすなわち，Coηcんocdθ

扉sθc孟α（CONRAD）とよばれている化石について，そ

の水平分布と垂直分布とを文献的に総括したものであ

る．産出層準については，産出地点およびその層準が

確認できるものについてのみ記入した．
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みかねないので，ここではこの名称は使用しない．

　久見累層中の各珪藻土試料では，飯山採土場，塩の

浜，津々賀，箕浦採土場のものについては，産出個体

数が多いが，種数は少なく，この傾向は，小泉（1982）

にも述べられている．ほとんどA．ぎπ即ηsからなり他

にD．1α漉α，D．⑳α1磁等が産する．久見については，

産出個体数が極端に少なく，また，Pα7α1ぬ舘IC認α，

G7α規η～α孟。加。7αSPP．などが比較的多く，浅海域での

堆積環境が考えられる（秋葉文雄，1979）．箕浦採土場

において，上位の試料からは，P．加8孟θd如，D．πδCO－

6α7ど。αの産出が見られ，秋葉（1979，1982，1983）に

よる，　P．1απ孟α，Z）．h、！1α々ηαzoneと」D．痂co6αTぎ。αzone

の境界がこのあたりになるものと考えられる．また久

見においては，多井義郎・加藤道雄（1980）にて浮遊

性有孔虫から，BLOW　zoneのN．7～N．9という値が

出されており珪藻生層序との一致がみられる．

　これらのうち飯山採土場は最大のもので層厚は約40

米をなす．比較的規模の大きいものが多く古くから採

堀されていた珪藻土層は，ほとんどこの層準のもので

ある．

　次に都万累層における各珪藻土層では，箕浦在所，

向山，神尾については，D．加部記頗，Z）．1α窃α，

∂．⑳α伽α，Z）．痂C・加πCα，A．疏gθ船等からなりD．

ηガco6α7ぎ。αzoneのものと考えられる．飯山採土場箕浦

採土場などに比べ含有個体数が減少し，産出種数が増

加する．さらに，Z）ゆloηθ∫sspp．をはじめとして，底

生種の産出もみられ，これらはいずれも浅海域に堆積

したものと考えられ，層厚も比較的薄く数十糎から敷

米程度のものがほとんどである．この珪藻土層の下位

に当たる砂岩層からは，前述の多井・加藤（1980）に

より，N．10～N．12というイ直が出されている．

　蛸木桐山，北方のものは，Z）．p7αθ改mO御船の産出

が特徴的で，さらにTs．cfr．辮6窃も産する．特に蛸

木桐山では産出種数が最も多く，Z）．加8孟θd如，D．♂α漉α，

ρ．⑳α1ぎηα，A．Cπ丁剛㍑1㍑8，A．どη9θηS，翫αCんη0緬8CπS

θん7θη6θ79π，C．規αT9磁旙，伍plo畑SSPP．，Mθlosδ7α

sol，Pα7α1ぬ舘lc磁α，Tη．cfr．配708α扇θη部s等が多

く見られる．さらに、4配αCOS〃αg7αη認碗αも見られ河

川水等の影響があったことも考えられる．この両者は，

Z）．PTαθ改規。7pんαzoneのものに該当する．これらの層

厚は，蛸木桐山で15米以上，北方は少なくとも5米以

上はあると考一えられる．

　最後に，油井層のものとして，代トンネル南，那久

字濱畑，大字北方字野越のものがある．代では下位の

凝灰岩，砂岩と上位の凝灰岩の間に約30糎の層厚を

なし，縞状模様がみられる．かな1）重い．ここからは

0．勧s言記臨，C．θηdoぎが多産し，他に1舵加αspp．，

R配～osolθηぬspp．，S陀pんαηogoηぬhαηzαωαθ等が多く

みられる．那久では，珪藻土層は約2米程度の露出が

見られ，凝灰質で葉理が部分的に発達する．

P．盈8孟θ面ど，ハ．ぎη9θη8，ハ．c雛副㍑1㍑s，C．θ寵。∫，C．

視僻g磁孟郡，説印加ηogoηどα加η2αωαθなどが特徴的で

あり，ρ．1α碗α，1）．⑳α1ど照は産しない．これらはおそ

らくTgα6窃zoneのものと思われるが，時代を断定

する迄には至らず，今後検鏡数を増やすなどが必要で

ある．野越は，珪藻土層は約4米程度の層厚をもち，

若干砂質である．ここでは珪藻土層下位の凝灰岩（試

料番号1）も比較の為に検鏡した．ここは隠岐の珪藻

土層中では特異な組成をなし，1）．1α漉α，Z）．⑳α1ガηα，

0．加s陀d孟πいずれも全く産せず，D．んαηα辮θが特徴

的に産する．しかし各試料毎の変化が大きく，Z）．

加ηα拠θも過半数を占めることもあれば，追加検鏡で

わずかに認められる程度のこともある．また，ハ．

ぎηgθ船の産出もごくわずかである．本地域では，D．

加ηα9αθの他，A．餉丁θη6θ79π，魚1αCOSガ7α97αππ1碗α，

C．規α79ぎηα厩s，C．s孟θllα万s，F7α9ぬ万αcαpcどηα，

G7α別別α孟oph，07αspP．，M．sol，H！1αlod％scπs　spP．，Tガ。θ一

7α蜘msp．1．が見られる．また，凝灰岩では，

．4π1αcos〃α9Tαηπ1αめが90％以上を占め，淡水の影

響が相当強いものと考えられる．但し，若干の海生種

も産することから完全な淡水域ではなく，内湾あるい

は河口のような地域に堆積したものと考えられる．こ

の群集組成は秋葉の珪藻生層序分帯によれば，Z）．

加㎜gαθzoneに当てはまると思われるが層序的には，

那久，代などと同一のものとされており，大きな問題

点である．しかも，はじめに触れたようにここは現在

試料採集がほぼ不可能となったのは非常に残念なこと

である．

　能登半島のものは，従来から多くの研究がなされて

いるのでここでは結果のみ触れる．飯田はZ）．1α窃α一

Z）．妙α1δ照zone，塚田，飯塚，和倉はZ）．p7αθdぬ07p加

zoneのものと考えられる．隠岐の各珪藻土と対比する

ならば，久見累層のものが飯田琉藻泥岩層に，都万累

層のうち蛸木桐山，北方が塚田，和倉，飯塚に対比さ

れるものと考えられる．検鏡した能登半島の試料では，

D．ηぎCO6醜CαZOne，Tgα6θガZOne，Z）．んαηα9αθZOne

のものは認められなかった．
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　　　　　　　　　お　わ　り　に

　以上，簡単に隠岐島後産の珪藻土層について報告を

おこなった．検鏡試料数が少ないものもあり，また，

若干鑑定に問題があるものもあり，今後更にこの研究

が進められることを期待すると共に，他の微化石につ

いての研究も進められることを切望する．最後に，石

油資源開発技術研究所の秋葉文雄氏にはこの研究を進

める上で多くの御指導をいただいた．また，当教室の

大久保雅弘先生，島田笠郎先生には野外調査において

お世話になった．その他の多くの方々にもこの場を借

りて心から感謝する次第である．
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